
予算要求資料
令和２年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名【新】花いけバトル世界大会開催準備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2865）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp　　
１　事業費　3,225千円（前年度予算額： 　　0 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	3,225
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,225

	決定額
	3,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,100


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
世界の園芸業界トップクラスの経営者が集まる国際ガーデンセンター協会（ＩＧＣＡ）の世界大会が２０２１年（令和3年度）に日本招致されることが決まり、行事の一つとして世界に名だたる園芸関係者を岐阜県に一堂に会し花いけバトル世界大会の準備を進める。
ＩＧＣＡの世界大会は年に一度開催しており、メンバー国の1か国がホストとなり、その国の園芸関係施設の訪問や園芸業界の情報交流等を実施している。２０１９年のイギリス大会で６１回目を数え、欧米では開催地の首長が出席する等大変格式高い大会で、日本では２０１０年に１度開催しており、今回で２度目の開催となる。

花き生産額が低迷する中、園芸が盛んな欧州、カナダ、米国等を中心に世界の園芸界をリードする方々と生産者を中心に県内花き業界と交流を図ることにより、世界トップクラスの情報力、発信力により世界のトレンドの把握、国際感覚の醸成や新たな経営戦略構築等活性化を図る高い効果が期待される。
また、県の花き・園芸文化の情報発信はもとより岐阜県全体をＰＲする絶好の機会であるため、来岐するこの機会を最大限に生かすために準備を行う必要がある。
（２）事業内容
○ ＩＧＣＡ２０２０大会現地調査
・県内花き業界にとって効果的な交流の実施、世界トップクラスの園芸店のオーナーが県の花き及び文化の素晴らしさを理解するためのおもてなし等を検討するため、２０２０年の南アフリカ大会の企画・運営を調査する。
・海外参加者の機運の高揚を図るため、県産花き、花文化、県の魅力等を調査と合わせてＰＲする。
○ ２０２１世界大会に向けたＰＶの作成

・２０２０大会でＰＲするため、花いけバトルを中心とした花文化、県産花き、県の魅力等をアピールする動画（DVD）を作成する。
＜２０２１年日本大会概要＞
大会名称：国際ガーデンセンター協会日本大会２０２１
開催機関：国際ガーデンセンター協会日本大会２０２１実行委員会
事務局　オザキフラワーパーク　代表 尾崎明弘
会　　期：２０２１年１０月１７日（日）～２２日（金）
日　　程：別紙参照
参加者数：国外 ２００人　国内 ３０人
参加国：イギリス、ドイツ、スイス、オランダ、デンマーク、アメリカ、カナダ、オーストラリア、南アフリカ、中国等２０カ国
過去実績：2014年 アイルランド、2015年 デンマーク、2016年 スイス、
2017年 カナダ、2018年 チェコ、2019年イギリス、2020年 南アフリカ

（３）県負担・補助率の考え方

世界トップクラスの園芸店経営者と県内花き業界との交流機会を設けることは、新たな販路の開拓や需要が創出されるとともに、県産花きの県の花きや文化の魅力を世界中に発信することが期待され、県で掲げる花きの販路開拓、花き文化の振興といった花き振興計画の推進に沿った内容であり県の負担が妥当である。
（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	業務旅費
	1,231
	

	委託費
	1,300
	2020年世界大会（南アフリカ大会）ＰＲ動画作成等

	消耗品
	12
	事務消耗品等

	役務費
	40
	携帯通話料等

	使用料
	42
	携帯レンタル等


	負担金
	600
	2020大会参加費

	合計
	3,225
	


	　決定額の考え方　

  事業内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　「清流の国ぎふ花き振興計画」の花きの文化の振興及び花きの販路の開拓に位置づけられる
（２）国・他県の状況

平成２６年６月、花き産業及び花き文化の振興を図り、もって花き産業の健全な発展及び心豊かな国民生活の実現に寄与するため、「花きの振興に関する法律」が成立し、平成２６年１２月に施行された。
（主な内容）

・花き文化の振興
・花きの輸出の促進
（３）後年度の財政負担

　　　2021年に日本で開催される世界大会において、県の花文化を象徴する花いけバトルの世界大会は引き続き県が負担する。

（４）事業主体及びその妥当性
　　　世界トップクラスの園芸関係者を招き、県花き産業のみならず県全体の魅力をＰＲする絶好の機会であるため、県が実施することは妥当である。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　令和２年度に調査を行い、令和３年度に国際ガーデンセンター日本大会の訪問受け入れを円滑に実施し、花いけバトルを中心とした世界トップクラスの園芸関係者との交流を図り、県内花き業界の活性化、発展を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	花き生産額
	70.5億円
（H25）
	66.0億円
（H28）
	67.0 億円
（H29）
	 65.0億円
（H30）
	80億円
（R2）
	81.2％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	生産者を中心とした県内花き業界と世界トップクラスの園芸店オーナーとの交流により最新の園芸情報の収集や県産花き・文化の魅力が発信され、業界の活性化、花き振興が図られるため必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
花き生産額の低迷は県内のみならず全国的にも漸減傾向となっており、生産額拡大を図るためには、花きの需要の拡大が不可欠であり、国内外への販路拡大として新たな需要をいかに掘り起こすか課題である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

海外の園芸業界の関係者が一堂に会し交流を図ることで効率的に世界のトレンドを収集できるとともに、世界に県産花きや文化の魅力を発信できる機会を最大限活用し、県産花きのニーズを新たに創出する等、県内花き産業の活性化、振興を図る。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


